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・会社や公的機関などからのＳＭＳやメールに記載されているＵＲＬやアプリには直

接アクセスせず、正規のＵＲＬや正規のアプリを調べてからアクセスしましょう。

・フィッシングサイトにアクセスしたと気づいたら、ＩＤ、パスワード、クレジットカード

番号は絶対に入力せず、サイト上のアプリもダウンロードしないでください。

・フィッシングサイトに情報を入力してしまったら、同じＩＤ、パスワードを使っている

サービスを含めてすぐにＩＤ、パスワードを変更しましょう。

また、クレジットカード会社や金融機関にも連絡してください。

・困ったときは、お近くの消費生活センター等に相談しましょう。

自分が利用している銀行からスマートフォンにメール

が届いた。利用制限を告げる内容やリンク先のＵＲＬ

が記載されていたのでＵＲＬをクリックし、画面の案

内に従って契約者番号、パスワードを入力した。その

後、同じ銀行のＡＴＭから出金しようとしたら残高が

０円になっていて驚いた。銀行からのメールだと思っ

ていたがフィッシングメールだったようだ。



山口県内の高校生・大学生・専門学生等のみなさん

山口県消費生活センターでは、職員と一緒に若者の消費者被害防止のため

に活動する「学生消費者リーダー」（ボランティア）を募集しています。

• 啓発イベント、出前講座に参加

• 啓発ラジオ番組への出演

• 啓発グッズ、動画等の制作協力

活動内容の例

学生消費者リーダーの声

• 他大学の学生や県職員の方と交流できるのが魅力的

• 自分たちのアイデアが、県の啓発資材としてカタチとなったときは、

すごく達成感があった。

• リーダーとして活動した経験は、就活の際の自己PRにも役立った。

学生消費者リーダーと共同で作成した
チラシ（左）、マグネット（右）

若者の消費者被害防止のために活動してみませんか？

１８８（いやや）マン

Q どうやったら学生消費者リーダーになれるの？

Q 申込はどうやればいいの？

詳しくは、ホームページをご覧ください！
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/manaberu-site-top/14755.html


